
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

松江市立川津小学校 

令和８年６月２５日 

文責 校長 川本 徹 

 

校 報 かわつ 
○か 考え表現できる子 ○わ 輪になって助け合う子 ○つ 続けてあきらめずに取り組む子 

【HPの 2次元コード】 

 清々しい青空が広がる５月２９日、校内体育会を行いました。体育会では、競技、応戦合戦、

テント前での応援の中で、こどもたちのがんばる様子をたくさん見ることができました。「最後

まで諦めずに 前を向いて 輝きを放とう」のスローガンを、皆で力を合わせて達成しました。

特に、ひと月以上前から応援合戦の中でのパフォーマンスとコール、応援歌と振り付け、各色の

スローガンパネルと応援旗づくりを頑張った６年生に大きな拍手を送ります。 

体育会では、保護者の皆様、来賓の皆様、さらに、川津幼稚園の園児たちと先生方からの声援

が、こどもたちの支えになりました。 

６月８日から水泳学習を始めました。水に慣れるこ

と、浮く運動、そしてクロール、平泳ぎの泳法へと学年

段階に応じて指導を進めています。こどもたちの様子に

合わせてグループをつくり、活動を進めている学年もあ

ります。泳ぐことができるようになるとともに、水難事

故に遭った時に自分の命を守る力を高めていけるよう、

こどもたちと取り組んでいます。 

応援合戦（赤組） 

応援合戦（黄組） 

校内体育会スローガン・各組のスローガン 

 

応援合戦（青組） 

６月２２日、校庭の芝の補植をしました。地域の方に

協力していただき、午前中、電動工具を使って１０００

株分の穴を掘り、午後、５年生が芝を植えました。パト

ロールママの会の皆様が協力してくださり、２０分ほど

で１０００株を植え終わりました。多くの方のご支援で

校庭が緑を保ち、こどもたちは運動や遊びを楽しむこと

ができています。ありがとうございました。 裏面もあります。 



 

７月の主な行事 

 １日（水）スーパーへるんさん塾〔４年〕  １５日（水）１年４時間授業 

      ぐりぐらタイム フッ化物洗口        ２から６年５時間授業 

      クラブ活動                 給食終了 フッ化物洗口 

 ３日（金）たつじんテスト〔３年〕           メディア学習〔３・５年〕 

      スクールカウンセラー来校日         ういてまて講習会〔６年〕 

 ８日（水）フッ化物洗口 委員会活動    １６日（木）全校３時間授業 

 ９日（木）全校５時間授業               ＰＴＡ地区委員会 

１０日（金）全校５時間授業               地区児童会 集団下校 

      スクールカウンセラー来校日   １７日（金）終業式 全校３時間授業 

１３日（月）紫雲丸の日 １年４時間授業   ２１日（火）夏季休業日開始〔８月３１日まで〕 

      ２から６年５時間授業            個人面談１日目 

１４日（火）夏休み前安全教室〔全学年〕   ２２日（水）個人面談２日 

１年４時間授業         ２３日（木）個人面談３日目 

      ２から６年５時間授業      ２４日（金）個人面談４日目 

６月１７日・１８日、５年生は宿泊研修に出かけまし

た。三つの学級それぞれが、サバニ、レザークラフト、仲

間づくりゲームをしたり、学年そろってキャンプファイ

ヤーやオリエンテーリングをしたりしました。研修のめ

あて「友達と力を合わせ、色々なことに挑戦する。」「班活

動や係活動を自分たちで進める。」「友達との『きずな』を

深め、友達の良いところをたくさん見つける。」を、これ

からも大事にし、学校生活に向かってほしいと思います。 

６年生は家庭科でナップザック作りをしました。毎時間、家庭

科ボランティアの方にミシンの調子をみていただいたり、近くで

縫い方についてアドバイスをいただいたりしたことで、こどもた

ちの活動が円滑に進みました。上々の仕上がりだったようで、完

成した時、こどもたちは笑顔いっぱいでした。できあがったナッ

プザックは修学旅行で使う予定です。６月下旬から７月上旬は、

５年生の手縫いの学習でもお世話になります。 

６月１０日は、学校図書館ボランティア「ぐりぐらの会」の

皆様による今年度初めての朝の読み聞かせ「ぐりぐらタイム」

でした。学級ごとに朝の会をすませると、読み聞かせが始まり

ました。身を乗り出して聴くこども、ページがめくられるたび

に歓声をあげるこどもがみられ、それぞれがお話の世界に入り

こんでいました。ぐりぐらの会の皆様、本に親しむこどもが増

えるよう、今年度もご協力お願いします。 


